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鉄棒運動における後方片膝かけ回転から後方両膝

かけ回転への発展について
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（1996年10月15日受理）

序

教科体育における鉄棒運動では支持回転系の技が取り扱われることが多い。その中でも後方

片膝かけ回転は代表的な技であり，適切な指導が行われれば，小学生でもほとんどの児童が習

得できる技である。しかし，この技の発展技として位置づけられる後方両膝かけ回転の習得は

後方片膝かけ回転ほど容易ではない。器械運動の指導においては系統的・段階的学習が必要で

あり，とくに技を発展的に習得させるためには技術的類縁性に基づく系統的指導が重要である

と考えられる1）。後方片膝かけ回転から後方両膝かけ回転へ発展させるためには，後方片膝かけ

回転の技術を後方両膝かけ回転に発展し得る技術，すなわち，振り脚固定肩回し型の技術を習

得する必要があり，振り脚振り込み肩回し型や振り脚振り込み肩固定型の技術から後方両膝か

け回転に発展させることは難しいと考えられる2）。ここでは，鉄棒運動の系統的指導における技

術的類縁性の果たす役割について，後方片膝かけ回転の技術と後方両膝かけ回転の習得時にお

ける形態発生の様相をもとに事例的に明らかにしようとするものである。

I後方片膝かけ回転の技術と両膝かけ回転の技術

後方片膝かけ回転の課題は，片膝かけ支持の体勢から後方に1回転し，もとの片膝かけ支持

の体勢になることである。脚をかける位置によって中かけ，外かけ，大外かけが区別されるが3），

ここでは中かけの後方片膝かけ回転を扱う。また，膝掛けの脚は左右あるがこの技の課題性と

してとくに区別されることはないが，この技を習得するときに機能的な振り脚の側性について

注意する必要がある4）。この課題を解決するためには後方への回転加速の技術が不可欠となる。

この加速のためには上体の動き（回転前半の上体の後方への外しと回転後半の上体の前屈動作）

による加速と，振り脚の動き（回転前半の振り脚の後方への開きと回転後半の振込動作）によ

る加速が可能である。したがって，上体の加速のみにより1回転する技術，すなわち振り脚固

定肩回し型（以後A型とする。），上体の加速と振り脚の加速を協調させて1回転する技術，す

なわち振り脚振込肩回し型（以後B型とする。），および，振り脚の加速のみにより1回転する

技術，すなわち振り脚振込肩固定型（以後C型とする。）の3類型に分けることができる。A型
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には外し局面で振り脚の後振りを行わないタイプA－Ⅰ型と後振りから外し局面の間に振り脚  

を鉄棒に近づけるタイプA－ⅠⅠ型があり，また，B型には振り脚の振込の早いタイプB－Ⅰ型と振  

込の遅いタイプB－ⅠⅠ型がある5）。   

後方両膝かけ回転の課題は，両膝かけ支持の体勢から後方に1回転し，両膝かけ支持の体勢  

になることである。脚をかける位置によって中かけ，両外かけ，片外かけが区別できるが，こ  

こでは中かけの後方両膝かけ回転を扱う。この課題を解決するためには，後方片膝かけ回転の  

ように振り脚の加速を用いることはできないので，上体による回転加速の技術が不可欠の中核  

的技術となるのである。したがって，後方片膝かけ回転のA型と技術的な類縁性があると考え  

られる6）。   

後方片膝かけ回転の形態発生ではA型によるものは少なく，B型によるものが多い7）。B型に  

よる後方片膝かけ回転を習得した者は，後方両膝かけ回転に発展させるためにはA型の技術に  

よる後方片膝かけ回転に修正する必要があると考えられる。  

ⅠⅠ方  法  

ここでは，後方両膝かけ回転を指導を受けずにすでに自然発生的に自分で習得している者の  

後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転の技術と，後方両膝かけ回転は未習得でB型の技術によ  

る後方片膝かけ回転をすでに習得している者の，A型への後方片膝かけ回転の技術的な修正練  

習と後方両膝かけ回転の形態発生の様相を明らかにするため，下記のような条件で各試技を撮  

影した。  

1被験者と試技  

1）被験者 後方両膝かけ回転をすでに自然発生的に習得している13歳女子M．A  

試技 （》 後方片膝かけ回転  

（塾 後方両膝かけ回転  

2）被験者 B型後方片膝かけ回転を習得していて，A／型後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回  

転は末習得の13歳女子K．Nと12歳女子A．M  

試技 （∋ 後方両膝かけ回転未習得時のB型後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転  

② A型後方片膝かけ回転への修正練習  

③ A型後方片膝かけ回転習得後の両膝かけ回転の練習  

修正練習は指示語を主とし，必要に応じて回転後半の起きあがり局面で補助をした。  

2 撮影条件   

ビデオカメラ SHARP VIEWCAMVL－HLl   

シャッタースピード1／100秒   

撮影場面（図1）  

ⅠⅠⅠ後方両膝かけ回転習得者の後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転の技術  

後方両膝かけ回転を自然発生的に習得しているM．Aの後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回   
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転の運動経過と技術は次のとおりである。   

1後方片膝かけ回転の運動経過と技術   

被験者M．Aの後方片膝かけ回転の運動経過は図2に示すとおりである。   

片膝かけ支持の体勢から，外し局面では振り脚のわずかな誘導振から腰，肩の後方への外し  

を行っている。外し局面後半に頭部をやや後傾にしており，後方への回転の先取りがみられる。  

振り脚は誘導振の後すぐ鉄棒に近いところにセットしている。回転前半は胸をふくみ，扁，腰  

を鉄棒から遠くにして回転している。肩が真下を通過するとともに膝角度をやや減少させるこ  

とと，肩が真下すぎ450位からの起きあがり局での軽い肘曲げと前屈により回転加速が行われ，  

片膝かけ支持の体勢に戻っている。比較的効率的にA－ⅠⅠ型の技術で後方片膝かけ回転が行わ  

れている。  

180cm  欄  

T  

146cm  

m  一－－ 

図1撮 影 場 面  

酔飛灘繭湖  
図2 M．Aの後方片膝かけ回転  

2 後方両膝かけ回転の運動経過と技術  

後方両膝かけ回転の運動経過は図3に示すとおりである。  

外し局面で重要な宿願の後方への外しを十分行い両膝を鉄棒にかけ，真下すぎの局面まで肩  

卿闘舶冊醐  
図3 M．Aの後方両膝かけ回転   
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を鉄棒から遠く通過させている。肩が真下を過ぎると膝角度を減少させるとともに，起きあが  

り局面でやや肘を曲げ前屈体勢をとり回転加速の動きを示し，両膝かけ支持の体勢になってい  

る。   

この事例では，自然発生的に習得した後方片膝かけ回転におけるA型の技術が，後方片膝か  

け回転にもみられ，後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転の技術的類縁性を示している。  

ⅠⅤ 後方両膝かけ回転未習得者の形態発生の様相  

1後方両膝かけ回転未習得時の後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転について   

後方両膝かけ回転未習得時のK．NとA．Mの後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転の運動  

経過は次のとおりである。  

1）K．Nの後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転   

① 後方片膝かけ回転   

被験者K．Nの後方両膝かけ回転未習得時における後方片膝かけ回転の運動経過は図4に示  

すとおりである。   

片膝かけ支持から振り脚の誘導振を行い，外し局面では大きな後方への振り脚の外しにやや  

遅れて上体が後方に外れていく。このとき頭部は顎を引き腹屈位を保っている。肩が真下を経  

過する前に頭部を後屈する。振り脚の振込は肩が後方へ倒れてから行われておりB一ⅠⅠ型の技  

術による後方片膝かけ回転と謡っている。回転後半肩が真下を過ぎてから振込の動作が終了し，  

起きあがり局面での回転力がやや不足し，肘曲げにより片膝かけ支持へと導いている。  

‾ミー三三き三幸耳  
図4 K．Nの後方両膝かけ回転未習得時における後方片膝かけ回転  

（診 後方両膝かけ回転   

被験者K．Nの後方両膝かけ回転未習得時におけるその試技の運動経過は図5に示すとおり  

である。   

両膝かけ支持から外し局面では，腰を後下方に引き，肘を突っ張ることなく後方にひき，や  

主≒－－ご子こ≒ヰ  
図5 K．Nの後方両膝かけ回転未習得時における後方両膝かけ回転   
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や肘を曲げ後方に回転していく。肩が水平を過ぎると肘が伸びながら真下へと回転し，肩が真  

下を経過するときに頭部が後屈される。このときやや膝角度が減少する。肩が真下を過ぎる膝  

角度がやや開き回転スピードが落ち，肩が水平になる前に止まる。この試技には，後方片膝か  

け回転における外し局面での肩の後方への外し不足が増幅した形で現れているといえる。  

2）A．Mの後方片膝かけ回転と後方両膝かけ回転  

（∋ 後方片膝かけ回転   

被験者A．Mの後方両膝かけ回転未習得時における後方片膝かけ回転の運動経過は図6に示  

すとおりである。   

片膝かけ支持から振り脚の誘導振を行い，外し局面では後下方への振り脚の外しとともに肘  

をやや曲げて肩を後方に引いている。このとき頭部ほ顎を引き腹屈位を保っている。回転前半  

の肩が真下を経過するまで脚の振りと肩の回転が同調して回転している。肩が真下を過ぎると  

頭部を後屈しながら，振り脚の振込が行われ起きあがり局面で軽く肘を曲げ片膝かけ支持の体  

勢となっている。A．MもB－ⅠⅠ型の技術による後方片膝かけ回転となっている。  

享キーー㌔二三二丁ざ妄ニミこ三  
図6 A．Mの後方両膝かけ回転未習得時における後方片膝かけ回転   

② 後方両膝かけ回転   

被験者A．Mの後方両膝かけ回転未習得時におけるその運動経過は図7に示すとおりであ  

る。   

両膝かけ支持から外し局面で，後方に腰をおろすよう肘を緩めながらに外し，扁が水平を過  

ぎると肘を伸ばしながら真下へと回転する。K．N同様，肩が真下を経過するときに頭部が後屈  

される。肩が真下を経過するとやや膝角度が減少する。この後膝角度がやや開くとともに回転  

スピードが落ち，扁が水平になる前に止まる。この試技には，後方片膝かけ回転における外し  

局面での運動経過がそのまま後方両膝かけ回転にも現れているといえる。  

鍵解熱竜錮  
図7 A．Mの後方両膝かけ回転未習得時における後方両膝かけ回転  

2 A型後方片膝かけ回転への修正と後方両膝かけ回転の形態発生  

後方片膝かけ回転をB型の技術で習得して））るが，後方両膝かけ回転をまだ習得していなし）   
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K．NとA．Mに，A型の技術による後方片膝かけ回転への修正練習と後方片膝かけ回転の形態  

発生の経過は次のとおりである。  

1）K．Nの修正と形態発生  

（∋ K．NのA型後方片膝かけ回転への修正   

A－Ⅰ型後方片膝かけ支持回転の示範の後，後方への外しのための指示語と起きあがり局面の  

軽い補助による練習により，4回の練習後休憩を入れ，5回目の試技でA－ⅠⅠ型の技術による後  

方片膝かけ回転が修正形態発生した。このときの運動経過は図8に示すとおりである。   

片膝かけ支持から，軽い誘導振の後，腰を浮かせながら後方に腰，肩を外しながら，振り脚  

を鉄棒に引き寄せる。胸を含んで肘を伸ばしたまま後方に回転し，肩が真下を経過するときに  

頭部を背屈する。起きあがり局面で，膝角度を減少させるとともに，肘を軽く曲げ片膝かけ支  

持になる。  

牟脛『  
図8 K．NのA型後方片膝かけ回転  

② K．Nの後方両膝かけ回転の形態発生   

A型後方片膝かけ回転への修正形態発生後，さらに1回A型の後方片膝かけ回転を行った  

後，直ちに後方両膝かけ回転の試技を行い2回目で形態発生した。このときの運動経過は図9に  

示すとおりである。   

両膝かけ支持から，腰を浮かしながら，胸を含み，肩，腰を後方に外している。肘を伸ばし  

たまま後方に回転し，真下を経過する前に頭部を背屈する。起きあがり局面では，肩が水平を  

経過するときに膝，肘を曲げ，腰を後方に引くようにしながら両膝かけ支持となる。この試技  

では，A型の後方片膝かけ回転の外しがさらに強調された形で現れ，起きあがり局面では後方  

片膝かけ回転の技術がそのまま生かされているといえる。  

三千ニラー＝て三千ミニ幸子  
図9 K．Nの後方両膝かけ回転の形態発生   

2）A．Mの修正と形態発生  

（D A．MのA型後方片膝かけ回転への修正   

A－Ⅰ型後方片膝かけ支持回転の示範の後，後方への外しのための指示語と起きあがり局面の  

軽い補助による回転の練習により，3回目にA－Ⅰ型の技術による後方片膝かけ回転が修正形態   
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発生した。このときの運動経過は図10示すとおりである。   

片膝かけ支持から振り脚を鉄棒に引き寄せたまま，腰を浮かせながら肘を伸ばして後方に腰，  

肩を外す。胸を含んで肘を伸ばし後方に回転し，肩が真下を経過する前に頭部を背屈する。起  

きあがり局面では，膝角度を減少させるとともに，肘を軽く曲げ片膝かけ支持になる。  

≡亘‾ミニ三千≒ナニミラー  
図10 A．MのA型後方片膝かけ回転   

② A．Mの後方両膝かけ回転の形態発生   

A型後方片膝かけ回転への修正形態発生後休憩を入れ，A型後方片膝かけ回転を2回練習し  

た後，直ちに後方両膝かけ回転の試技を行い2回目で形態発生した。このときの運動経過は図  

11示すとおりである。   

両膝かけ支持から，腰を浮かしながら，やや胸を含み，肩，腰を後方に外している。肘を伸  

ばしたまま後方に回転し，肩が水平を経過するとともに頭部を背屈する。真下から起きあがり  

局面まで肩が大きな弧で回転し，扇が水平を経過するときに膝，肘を曲げ，腰を後方に引くよ  

うにしながら両膝かけ支持となる。この試技では，A型の後方片膝かけ回転同様の外しがみら  

れ，起きあがり局面では後方片膝かけ回転の技術が生かされているといえる。  

粗銅潮腋爾  
図11A，Mの後方両膝かけ回転の形態発生  

Ⅴ ま と め  

後方両膝かけ回転を自然発生的に習得している者は，後方片膝かけ回転をA型の技術で行っ  

ており，外し局面での技術が両膝かけ回転の技術と類似していた。   

また，後方両膝かけ回転の未習得者は，後方片膝かけ回転において外し局面における肩，腰  

の後方への外しがやや不十分であり，振り脚の振込による後方への回転加速と肘曲げ，膝曲げ  

により片膝かけ支持へと導いていた。このときの後方両膝かけ回転の試技では，外し局面で後  

方片膝かけ回転の動きが，そのまま，あるいは増幅した形で現れていた。   

A型の技術による後方片膝かけ回転への修正指導では，後方への外しの指示と起きあがり局  

面での軽い補助による数回の練習で修正型で形態発生した。その後の後方両膝かけ回転の試技  

では，2名の被験者ともに2回目の試技でA型と類似の技術により形態発生した。これらの事   
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例は，技の系統的発展には技術的類縁性が重要であることを示しているといえる。  
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